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進め方

今後実施する加熱実験について（案）

予備実験の結果等を踏まえ、追加で検証すべき内容等についてご議論いただき、加熱実験の計画に反映することとした

い。なお、予備実験の結果に特段の不足がない場合は、実験方法は変更せず、予備実験で使用した循環フードより寸法の

大きい別の機器で加熱実験を実施することとしたい。（型式：COCSBRK-1101S）

1

加熱実験の日程・場所

・ 日 時 ： 令和８年10月６日（予定）

・ 実施機関 ： 東京理科大学

資料提供：富士工業株式会社

型 式：COCRK-801S
サ イ ズ：幅800㎜×奥行650㎜×高さ560㎜
最大風量：400㎥/ｈ
※ 予備実験で使用した機器。

型 式：COCSBRK-1101S
サ イ ズ：幅1100㎜×奥行860㎜×高さ527㎜
最大風量：670㎥/ｈ
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